
今年の7月、高山市、高山デンバー友好協会、
高山赤十字病院の協力のもと、姉妹都市であるデ
ンバー市のコロラド大学病院で、内分泌・糖尿病
科、治療内視鏡科、行動医学・メンタルヘルス科
で2週間研修しました。
インスリンポンプ、最先端の内視鏡治療やグ
ループセラピーなど日本ではなかなか見ることが
できない部分についても学ぶことができ、大変貴
重な経験をさせていただきました。また現地では、

ホームステイをすることでデンバーでの生活を経験することが出来ました。今回経
験したことを今後の研修生活に活かしていこうと思います。
今後も高山市とデンバー市の友好関係が深まっていくことを願っております。

休日や夜間に受診できる医療機関が分からない場合は、高山地域救急医療情報センターへ� ☎34―3799
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問合先 海外戦略室� ☎35‒3346

高山デンバー友好協会では、姉妹都市のデンバー市（米国）との新たな交流として、
市内在勤の研修医（4人）をコロラド大学に派遣する事業を行っています。両市の医
療関係者のネットワーク構築や外国の医療現場の体験を通じて新たな知識を習得す
ることなどを目的として7月から11月まで行っていますが、7月から2週間派遣され
た高山赤十字病医院の百

もも

瀬
せ

崇
たかし

医師から帰国報告がありました。

医師の研修も支援

百瀬医師（右）とコロラド大学病
院のマイク医師（左）
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と
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症
状
・
緊
急
度 みんなで守る

救急医療

その救急車は本当に必要ですか？

問合先 医療課� ☎35‒3177
救急課� ☎32‒0119

一次救急
比較的症状の軽い患者さん
▪開業医、国保診療所
▪高山市休日診療所

二次救急
入院や手術が必要な重症
の患者さん
▪久美愛厚生病院
▪飛驒市民病院

三次救急
特に症状の重い患者さん
▪日赤救命救急センター

お知らせ◦�久美愛厚生病院の小児科の診療時間が、火曜日・木曜日・金曜日の午
後3時から5時までの予約制となりました。

問 合 先◦久美愛厚生病院　☎32―1115
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